
町からみなさんへの大切なお知らせです。

皆さんのあたたかい声と
子どもたちの元気な笑顔に支えられ

〇総務大臣賞受賞（広報かわまた 2022 年 12 月号）
　毎月、皆さんにご愛読いただいている「広報かわまた」が令和 5年全国広報コンクールの広報紙・
町村部において、特選（1位）に選ばれ、総務大臣賞を受けました（2022 年 12 月号出品）。いつも、
数多くの町民の皆さんにご協力いただきながら、町民のパワーと元気いっぱいな子どもたちの素晴ら
しい笑顔によって完成する、この「広報かわまた」がこのような評価を受けたことは大変喜ばしいこ
とです。これからも皆さんに元気と笑顔いっぱいの「広報かわまた」をお届けしたいと思いますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

午前 9時から午後 4時 45分
（ただし正午～午後 1時までは除く）

時間時間

日程日程

６月の夜間臨時窓口 (要予約 )　

午後 5時 15分～ 7時

６月７日㈬ /６月 15日㈭ /６月 21日㈬ ６月 10日㈯ /６月 25日㈰

　令和5年 2月末までにマイナンバーカードを申請

した方は最大20,000円分のマイナポイントがもらえ

ます！マイナポイントの申請期限は9月末まで延長

となりましたがお早めの申し込みをおすすめします。

６月の休日窓口 (要予約 )

□役場から送付した通知書（はがき）
□通知カード
□本人確認書類※病気等で代理での申請・交付を希望され
る方は必要書類が異なりますので担当までご連絡ください。

必要なもの

　6 月 12 日㈪より平日のマイナンバーカードの申請・受取については原則予約不要とし受付順で対応
します。ただし、夜間臨時窓口や休日窓口は今まで通り事前予約制としますので、ご希望の方は担当ま
でご連絡ください。

マイナンバーカードの申請・受取について 問  町民税務課 町民係　( 内線 1305・1306）

マイナンバーカード受取・申請（平日のみ予約不要）
受付時間　午前 8 時 30 分～ 11 時　午後 1 時～ 4 時 30 分
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No.779122022年
（令和 4年）

そ
の
目
の
先
に
あ
る
も
の
は
…

高こ
う

原げ
ん

の
宇そ

宙ら

震
災
に
よ
り

歴
史
が
途
絶
え
た

幻
の
蕎
麦
で
あ
る

「
山
木
屋
在
来
そ
ば
」。

そ
の
歴
史
を
繋
い
だ
の
は

人
々
の
想
い
で
し
た
。

今
、
幻
の
蕎
麦
は
復
興
の
象シ

ン

徴ボ
ル

「
高
原
の
宇
宙
」
と
な
り

新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

山
木
屋
地
区
は
標
高
が
高
く
作
物

を
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

昔
か
ら
米
の
代
わ
り
に
蕎
麦
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
。「
山
木
屋
在
来
そ
ば
」

と
呼
ば
れ
た
そ
の
蕎
麦
は
、
香
り
と
風

味
が
強
く
、
一
部
の
蕎
麦
好
き
に
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
量
も
少
な

く
別
名
「
幻
の
蕎
麦
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成
23
年
の
原
子
力
災
害
に

よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
種
子
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
県
に
わ
ず
か
に
保
管
さ

れ
て
い
た
種
子
か
ら
平
成
30
年
に
仲
ノ

内
そ
ば
会
に
よ
り
作
付
け
が
再
開
。
令

和
3
年
に
は
一
般
財
団
法
人
ワ
ン
ア
ー

ス
に
よ
る
「
東
北
復
興
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
に
お
い
て
9
ｇ
の
種
が
宇
宙
を
旅

し
、
同
年
9
月
に
は
「
山
木
屋
在
来
そ

ば
振
興
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
今
年
の

8
月
に
「
高
原
の
宇
宙
」
と
し
て
商
標

登
録
と
な
り
ま
し
た
。

▲「高原の宇宙」
ドキュメンタリー
映像はこちらから
ご覧ください。

2022-12 かわまた 14

かわまた暮らし
ー特集ー

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

後
、
よ
り
関
心
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
地

方
へ
の
「
移
住
」。「
移
住
」
は
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
と
さ
れ
、
全
国
の
自
治

体
で
移
住
・
定
住
促
進
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
移
住
者
の
集
落
内
で
の

孤
立
化
や
都
心
部
の
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
理
想
と
現
実
の
違
い
に
よ
り

移
住
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
り
、
移
住
し

て
も
数
年
で
ま
た
別
の
自
治
体
へ
移
住

し
て
し
ま
っ
た
り
と
未
だ
に
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　山
木
屋
地
区
に
住
む
吉
村
雅
夫
さ
ん

と
弘
子
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
27
年
前
に
千

葉
県
か
ら
川
俣
町
へ
移
住
し
て
き
た
先

輩
移
住
者
で
す
。「
移
住
し
て
き
た
時

に
八
木
地
区
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

人
が
集
落
で
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
く
れ

た
り
野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、

す
ご
く
優
し
く
し
て
く
れ
て
ね
。
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
い
い
な
っ
て

思
っ
て
い
る
よ
」
と
頬
を
緩
め
て
い
ま

し
た
。

　今
月
の
特
集
で
は
「
移
住
」
を
テ
ー

マ
に
移
住
促
進
に
向
け
活
躍
す
る
人
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
川
俣
町
の
「
移
住
」

の
現
状
と
町
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

かわまた 2022-123

紺野機業場代表

紺野 峰
みね

夫
お
さん（日和田）

　
ツ
ア
ー
の
1
つ
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」

の
受
け
入
れ
先
に
な
っ
て
い
る
紺
野
機

業
場
代
表
で
あ
る
紺
野
峰
夫
さ
ん
。
紺

野
さ
ん
は
7
年
前
に
こ
の
会
社
を
継
い

で
か
ら
、
町
外
か
ら
の
観
光
客
や
同
業

　「
１
０
０
年
以
上
も
工
場
が
続
い
て
き

た
の
は
伝
統
や
技
術
が
人
か
ら
人
へ
伝

え
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ

れ
は
企
業
だ
け
で
は
な
く
町
に
お
い
て

も
同
様
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
何
を
残
せ
る
の

か
、
何
を
残
し
た
い
の
か
。
町
の
未
来

を
担
う
の
は
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
何
を

残
し
た
い
の
か
、
伝
え
る
の
か
を
決
め

る
の
は
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
そ
う
話
す
紺
野
さ

ん
の
目
は
未
来
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

絹
と
町
の
歴
史
を
伝
え
る

未
来
に
何
が
残
せ
る
か

者
も
受
け
入
れ
た
工
場
見
学
を
企
画
す

る
な
ど
ツ
ア
ー
が
始
ま
る
前
か
ら
絹
と

町
の
歴
史
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
移
住

体
験
ツ
ア
ー
で
は
、
町
の
歴
史
に
触
れ

な
が
ら
１
０
０
年
以
上
続
く
こ
の
工こ

う

場ば

で
今
も
機
織
業
が
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
見
て
も
ら
い
、
町
の
歴
史
を
少

し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
た
と
き
に
絹
に
つ
い
て
一
番
知
っ

て
い
る
私
た
ち
は
、
絹
で
栄
え
た
町
の

歴
史
と
機
織
業
に
つ
い
て
伝
え
る
の
が

良
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

話
し
た
こ
と
が
誰
か
ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
に
届
け
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
紺
野

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ

か
わ
ま
た
を

知
る

川
俣
町
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
　
　。
町
民
や
町
内
企
業
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
そ
ん
な
思
い
か
ら
「
川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
俣
暮
ら
し
の
体
験
や
町
内
の
事
業

者
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る

地
域
の
キ
ー
マ
ン
・
先
輩
移
住
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
川
俣
町
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
川
俣
町

移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
」。

　
令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
は
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮
ら
し
体

験
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
川
俣
町
内
の
観

光
名
所
や
各
施
設
を
回
る
ほ
か
、
川
俣

町
で
実
際
に
働
い
て
地
域
活
性
に
関
わ

る
人
を
訪
れ
、
町
で
の
暮
ら
し
を
よ
り

体
験
で
き
、
ツ
ア
ー
参
加
者
は
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

　
川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
は「
移

住
体
験
ツ
ア
ー
」「
就
農
体
験
ツ
ア
ー
」

「
か
わ
ま
た
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
の
3

ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮
ら
し

つ
に
分
け
て
開
催
し
て
お
り
、
移
住
に

対
す
る
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
移
住
後
の

生
活
に
近
い
体
験
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

知
る

株式会社 smilefarm で施設見学
＆収穫体験

山木屋内バス見学

吉村さん宅で先輩移住者を交え
た昼食会

参加者と町内企業による座談会

おじまふるさと交流館で
ウェルカム演奏披露会

「ツアー工程表（各ツアーから抜粋）」

9：00～

10：05 ～

12：00～

13：00～

18：00～

川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ

3

2

15 4

6

1就農体験ツアーでは花や米の収穫体験が行われる　2

体験ツアーの初日には山木屋太鼓やフォルクローレ演奏

が披露される　4移住体験ツアーで行われた紺野機業場

見学　3・5・6吉村さん宅で行われた先輩移住者との交

流会では川俣町産の材料で作られたピザが振る舞われた

2022-12かわまた 2022-12 かわまた5 4

10
月
22
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
小
学
校
再
編

後
初
と
な
る
川
俣
小
学
校
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
午
前
中
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
ダ
ン

ス
や
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
日
の
鼓
笛
演
奏
で
は
新
し
い
川
俣
小
学
校
校

歌
が
鼓
笛
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
初
披
露
さ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏

に
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

躍
動
、
川
俣
っ
子
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I n fo rma t i on

「手に入れよう 長生きチケット 歯みがきで」（日本
歯科医師会令和 5 年度標語）。
　年齢を重ねると、口腔機能が低下して、食べこぼ
し、むせる、かめない食品などが増えてきます。
　早めに気づいて歯科医に相談したり、「お口の体
操」などで対応することが大切になります。
　歯や歯ぐきなどのお口の衰えは体の衰えにつな
がっていきます。健康寿命を延ばすためにも、歯や
歯ぐきを大切にしましょう。

　福島県は、県民健康調査「健康診査」を福島県立
医科大学に委託し実施しています。
　今年度も、川俣町が実施する「集団検診」の「特
定健康診査」と「後期高齢者健康診査」の検診項目に、
県民健康調査の検査項目を上乗せして実施します。
　これを受診した場合、令和 5 年度県民健康調査「健
康診査」は受診したことになります。
　詳しくは対象の方にお送りしている「県民健康調
査　令和 5 年度健康診査に関するお知らせ」をご
覧ください。
■問合せ先　福島県立医科大学放射線医学県民健康
管理センター℡ 024-549-5130（平日午前 9 時～
午後 10 時）※おかけ間違いのないようご注意くだ
さい。

　筋力の維持・向上を目的とした男性向けの体操で
す。体力アップのためにぜひご参加ください。
■日時　6 月 6 日㈫　午前 10 時～ 11 時 30 分
■場所　川俣町体育館サブアリーナ
■持参する物　屋内運動靴、水分補給用の水・お茶
■講師　八子メディカルフィットネスクラブ
　　　　健康運動指導士
※次回は 7 月 11 日㈫の開催です。

【ひきこもり家族教室 ( 全 6 回 )】　同じ悩みを持つ
ご家族で集まり、ひきこもりに関する知識や本人へ
の関わり方、社会資源等について学びます。
■日時　初回 6 月 27 日㈫  
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
■定員　10 名（参加費無料）
■参加方法　電話により標記までお申込みくださ
い。家族教室に初めて参加される方には事前に面談
を行いますので、お早めにご連絡ください。

【個別相談】保健師による個別相談を行い、対応を
一緒に考えます（随時受付）。

【ひきこもり公開講座】　少しでも前に進んでいくた
めに、まずはひきこもりについて学び、これからで
きることを一緒に考えてみませんか。
■日時　6 月 27 日㈫  午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
■定員　40 名（参加費無料）
■参加方法　FAX 又は、電話により６月 20 日㈫ま
でに標記へお申込みください。

　主に 75 歳以上の方を対象として、「いつまでも
笑顔で生活する」ための会です。
　今回は、歯の健康について歯科衛生士がお話しし
ます。参加希望の方は申込みをお願いします。（予
約制です）
■日時　6 月 15 日㈭　午前 10 時～ 11 時 30 分
■場所　中央公民館３階　第４研修室
■講師　歯科衛生士　江川敏子先生
※次回は 7 月 6 日㈭の開催です。

　簡単な体操を行います。どの年代の方でも楽しく
さわやかにできますので、体力低下の防止にぜひご
参加ください。
■日時　6 月 9 日㈮　
第 1 部　午前 9 時～ 10 時（定員 20 名）
第 2 部　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分（定員 20 名）
■場所　中央公民館 3 階　第 4 研修室
■持参する物　水分補給用の水・お茶・ヨガマット
又はバスタオル
■講師　快フィットネス研究所
　　　　健康運動実践指導者　安田涼子先生
※次回は 7 月 10 日㈪の開催です。

毎月 17 日は減塩の日

減塩ワンポイント
塩の多い食品を確認する！

チーズやさきいかなどのおつまみ、せんべいやス
ナックなどのお菓子には塩分が多く含まれていま
す。普段食べているものを見直し、塩の多い食品
を食べ過ぎないよう意識しましょう。

健康づくり 保健福祉課 健康増進係（内線 2202）

さわやか体操教室

和気あいあい会

6月4日から10日は「歯と口の健康週間」

県民健康調査に関するお知らせ

男性ナイスミドル体操教室 ひきこもり相談事業・公開講座
問  福島県県北保健福祉事務所（℡ 024-534-4300）

かわまた 2023-617




